
 
 
 
 

 

 

 
  
 先日、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ～加盟国相互の経済成長、開発、貿易の健全な拡大に貢献すること
を目的として１９４８年に発足した。現在３６カ国が加盟。）が、３年ごとに行っているＯＥＣＤ生徒の学
習到達度調査いわゆるＰＩＳＡ型調査の２０１８年実施報告書が発表されました。この調査の概要は、以
下のとおりです。 
 
〇１５歳児を対象とした学習到達度調査 
〇読解力・数学的リテラシー・科学的リテラシーの３分野について調査 
〇２０１８年に７９カ国・地域、約６０万人の生徒を対象に実施 
 

さらに、主な内容を列記します。 
 
◎ 中心分野である読解力について、既存の問題７２問にコンピュータ使用型調査用に開発された新規
問題１７３問を加えた２４５問が作られ、数学的リテラシーでは既存の問題７０問、科学的リテラシ
ーについては同様に１１５問が用いられた。 

 ◎ ＰＩＳＡ調査は、義務教育終了段階の１５歳児が持っている知識や技能を、実生活の様々な場面で
どれだけ活用できるかを見るもので、特定の学校カリキュラムをどれだけ習得しているかを見るもの
ではない。 

 ◎ 思考プロセスの習得、概念の理解、及び各分野の様々な状況の中でそれらを生かす力を重視。 
  
報道等では、参加国・地域の中での順位が大きく報道され、特に「読解力」の順位が大きく低下したと

されています。文部科学省の分析では、数学的リテラシー及び科学的リテラシーは引き続き世界トップレ
ベルだが、読解力はＯＥＣＤ平均より高得点のグループに位置するが、前回より平均得点・順位が統計的
に有意に低下。長期トレンドとしては、統計的に有意な変化が見られない「平均」タイプ、としていま
す。 

では、実際にどのような結果だったのでしょうか。文部科学省の分析によると、 

① 読解力の問題で、日本の生徒の正答率が比較的低かった問題には、テキストから情報を探し出す問
題や、テキストの質と信ぴょう性を評価する問題などがあった。 

 具体的には、 
☆ ２０１８年度調査から導入されたコンピュータ使用型調査による、ソフト及びハード面での複合
的な要因が、平均得点低下に影響した。 

☆ 「理解する」能力については安定的に高いが、「情報を探し出す」能力については、高得点者層の
割合が低下した。 

☆ 「評価し・熟考する」では、「質と信ぴょう性を評価する・矛盾を見つけて対処する」（２０１８
年度調査から導入）問題の正答率が低い。 

☆ 自由記述式の問題において、自分の考えを根拠を示して説明することに、引き続き課題がある。
誤答には、自分の考えを他者に伝わるよう記述できず、問題文からの語句の引用のみで説明が不十
分な解答になる傾向がある。 

② 読解力の自由記述形式の問題において、自分の考えを他者に伝わるように根拠を示して説明するこ
とに、引き続き問題がある。 

③ 日本の生徒は「読書が好き」と答える生徒の割合がＯＥＣＤ平均より高
いなど、読書を肯定的にとらえる傾向がある。また、こうした生徒ほど読
解力の得点が高い傾向にある。 
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日本の高校１年生のうち、
国際的規定に基づいて抽
出された 183校、約 6100
人が参加。 

複数の資料をまとめています。 

今回のＰＩＳＡ型調査の結果を受けて、補習校では、「日本語で考え、日本

語で書く力」の育成に、一層注力していくことを確認しました。テキストを読

み込み、自分で考え、書いたり、発表したり、意見を交換し合ったりして、読

解力の育成に取り組みます。 

読書においても、保護者会の皆さまのご協力を仰ぎながら、一層その楽しさ

と大切さを伝えてまいります。 



 ＜読解力分野のコンピュータ使用型調査の特徴＞ 

  〇オンライン上の多様な形式を用いた課題文（投稿文、電子メール、フォーラムへの参加回答など）を活
用（従来の小説、演劇の脚本、伝記、学術論文等に加えて）。 

  〇全小問２４５題のうち約 7 割の１７３題がコンピュータ使用型調査用に開発された新規問題。日本の生
徒にとって、あまり馴染みのない多様な形式のデジタルテキスト（ｗｅｂサイト、投稿文、電子メール
など）や文化的背景、概念・語彙などが使用された問題の数が増加した。 

 

 

 

 

 次年度の入園入学受付に向けて調査書をお送り
いただいたご家庭には、今後、下記の日程に基づ
き順次スクリーニングの予定日時がメールで送ら
れますので、ご確認をお願いいたします。 
 なお、お知り合いの方、お近くの方で補習校に
興味がおありの方をご存じでしたら、是非補習校
事務所までご連絡いただくようお伝えください。 

 

 

今後の日程～令和 2年度入園入学受付について 

左：Ｗ校幼児部のカレー試食会 

右：ＬＩ校幼児部「秋祭り」での神輿かつぎ 


